
 

 

 
 

■ 地域の概要・現状 

 滝川市の中心市街地であるＪＲ滝川駅周辺に

は、鈴蘭中央商店街をはじめ４つの商店街がある

が、大型店の郊外への進出により、消費の中心が

駅前周辺から郊外へと移り、商店街にはシャッタ

ーを下ろした空き店舗が目立っていた。 

平成 27年にはシャッターに絵を描くシャッタ

ーアートを題材にした短編映画が撮影され、映画

にも出演した絵本作家が商店街の５ヵ所に絵を

描き話題となったが、商店街の恒常的な通行量や

売上の増加にはつながっていない状態であった。 

 

■ 取組の背景 

平成 27年に鈴蘭中央商店街から市に対し、若

者と連携した取組を提案したことをきっかけに、

市から市内３高校（滝川高校、滝川西高校、滝川

工業高校）の合同ボランティアチーム「まちつく」

と三笠高校に働きかけ、商店街と各校の教員によ

る実行委員会を立ち上げ、イベントを開催するこ

ととした。 

 

■ 商店街のレンタルスペースで 

高校生レストラン・マルシェを開催 

商店街にある「カフェ＆レンタルスペース 宙
そら

」

を会場にした高校生レストランと、隣接した屋外

駐車場で物販を行う高校生マルシェ、２つのイベ

ントを合わせた「そらちの風」は平成 29年で 3

回目の開催となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三笠高校調理部による高校生レストランは好

評を博しており、今年は２時間で「赤ワイン牛丼

ランチ」150食を完売した。 

マルシェでは滝川工業高校電子機械科の生徒

が製作したクラフトを販売、滝川西高校情報ビジ

ネス科の生徒は自ら仕入れた食品や地元野菜を

販売し、地域の人々で賑わった。滝川西高校は書

道部・美術部・野球部甲子園写真の展示を行い、

レストランを盛り上げた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 今後の課題・展望 

「そらちの風」イベントは、開催が近づくとた

くさんの問い合わせが来るほど人気であるもの

の、各参加校のスケジュール調整等が課題で、年

に１回の実施となっている。次回は、学生を実行

委員会に加えるなど主体性を持たせ、広報も工夫

して継続を予定している。 

 

１．商店街を会場とした高校生レストラン・マルシェ「そらちの風」 

そらちの風実行委員会（滝川市） 

学生との連携 
[高校生マルシェの様子] 

[学生による書が目を引く看板] 

そら 

取材先  ■そらちの風実行委員会（カフェ＆レンタルスペース宙 内）（滝川市栄町 2丁目 2－20） 
      ＴＥＬ 01２５-２２-９０９０ 

■滝川市産業振興部産業振興課（滝川市大町１丁目 2－15） 
      ＴＥＬ 01２５-２８-８０３０  
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■ 地域の概要・現状 

 札幌のベッドタウンとして発展した石狩市の

花川中央商店街では、平成 29年に 35回目の開

催を迎えた「にゅうふるさと夏まつり」のほか、

はしご酒イベント、商店街の若手有志によるガー

デニング、イルミネーションなどの活動に取り組

んできたが、札幌圏への消費の流出、経営者の高

齢化による廃業や空き店舗の増加、後継者不足が

課題となっている。 

 

■ 地域商店街魅力化モデルプロジェクト 

 石狩市では平成29年度からスタートした第4

次石狩市地場企業等活性化計画の施策として地

域商店街の活性化のため、「地域商店街魅力化モ

デルプロジェクト」を開始した。 

初年度は花川中央商店街をモデル地域に、12

名の学生が 8 月の 1 ヶ月間、就業体験やイベン

トの企画・運営、商店街魅力化プランを提案した。 

 

■ 商店街での就業体験とイベントの開催 

学生たちは、クリーニング店や青果店、コミュ

ニティカフェなど 6 店舗で 4 日間の就業体験に

参加。接客や販売などを体験し、店主や地域との

交流につながった。 

学生企画イベントは、藤女子大学の協力で実施

した「花川中央商店街実態調査」の結果を踏まえ、

商店街に訪れてほしい来客層を意識して企画さ

れた。「いしかりンピック」と名付けられたイベ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ントは、小学生以下を対象に、通りに設置された

目印を探したり、商店でのお手伝い等で得られる

ポイントを競う「宝探しレース」と、大人向けに

商店街内の飲食店と学生による露店を巡る「飲食

店ラリー」が実施された。露店では企業から食材

協賛を受けて、てりやきチキン丼を振る舞った。 

 

■ 学生による商店街活性化の提案 

プロジェクトには、市内、道内外、遠くはアメ 

リカの大学生も参加した。市外からの参加者は市

が用意したシェアハウスで生活し、ホームステイ

も経験した。参加した藤女子大学花川キャンパス

の学生は、「普段は商店街に足を運ぶことはなく、

商店街を知る良い機会になった」と話す。 

就業体験とイベント実施を経て、大学生は「花

川中央商店街魅力化プラン」をまとめ、季節のイ

ベントや商店街バス停へのイスの設置などの活

性化策を商店街関係者へ提案している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ プロジェクトの効果と今後の展望 

商店街では、学生の視点で考えられた提案を受

けたことにより、商店街活動への意識が変わった

とのことで、今後は商店街で話し合い、活性化に

向けた取組を実施したいと考えている。 

市は、プロジェクトを継続し、市内の他の商店

街にも取組を広げ、地域商店街の魅力アップを推

進することとしている。 

 

２．大学生インターンシップによる商店街魅力化に向けた活動 

石狩市・花川中央商店街振興組合  

取材先  ■石狩市企画経済部商工労働観光課（石狩市花川北 6条 1丁目 30-2） 

      ＴＥＬ 0１３３－７２－３１６６ 

■花川中央商店街振興組合（石狩市花川南 2条 2丁目 241） 

ＴＥＬ 0１３３－７２－４５７５ 

学生との連携 
[参加した大学生] 

[商店街関係者へ向けたプレゼンの様子] 

－ 2 － 



 

 

 
 

■ 地域の概要・現状 

江別市大麻地区は、昭和 30年代から住宅団地

として開発され、住民の高齢化が進む地域。大麻

銀座商店街には小売店やスーパー、福祉関連施設

等があり、地域住民の買い物・交流の場となって

いる。市内の４つの大学には約 1万人の学生が在

籍しており、商店街では、大学生と連携した「商

学連携」の取組等により商店街の活性化に取り組

んできた。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ community HUB 江別港の立上げ 

現在、大麻銀座商店街振興組合の専務理事を務

める橋本氏は、以前勤務した NPO法人の仕事で

大麻銀座商店街に関わったことがきっかけで、

「活動の場」としての商店街や、「商店街の人」

に魅力を感じ、平成 25年に大学生と地域をつな

ぐ「community HUB江別港」の活動を始めた。

商店街の空き店舗を活用し、１階は飲食店「麺こ

いや」、２階はコミュニティスペースとして活用

し、学生のゼミ活動や商店街でのイベントなどの

活動拠点となっている。 

建物は学生たちと一緒にセルフＤＩＹで改装

し、参加意識の醸成にもつながった。江別港を拠

点とし、学生が商店街の夏まつりに出店するなど

様々な活動をすることで、商店街の賑わい創出に

つながっている。 

 

■ ブックストリートで商店街が本のまちに 

橋本氏と(一社)北海道ブックシェアリング代表

の荒井氏がソーシャルビジネスを学ぶ場で出会っ 

 

 

たのが縁で、本に関する取組が始まった。 

江別港で本をテーマとしたイベント「ブックフ

ェスティバル」を開催し、店内だけでなく、店先

や向かいの店にもワゴンを置いて販売したとこ

ろ、これまでにない人の流れが起き、それに手応

えを感じて商店街全体へ取組を広げたイベント

として、平成 27年から「ブックストリート」を

開催している。 

主催は商店街、企画運営は北海道ブックシェア

リングと江別港が担い、毎月 1 回開催。100 円

古本市や絵本読み聞かせ、ビブリオバトル(書評合

戦)等が行われ、大学生もスタッフとして運営に参

加している。 

ブックストリートでは、各店舗の店先にワゴン

を並べることで、来場者が商店街全体を回遊する

流れを作っている。商店街の飲食店等が軽食を販

売する「フードコート」、野菜販売やチャレンジ

ショップが出店する「ストリートマルシェ」も同

時開催している。地元住民の来場が多いが、メデ

ィア等で取り上げられ知名度が上がり、市外から

ビブリオバトルに参加する方も出てきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

荒井氏は平成 26年、商店街に十数年ぶりの書

店「実験書店ブックバード」を出店し、同団体の

事務所も商店街へ移転した。ほかにも取組をきっ

かけにカフェ、居酒屋、アトリエなど計７店が新 

たに出店した。 

 商店街の寝具店や江別港１階の飲食店では、ブ

ックコーディネーターが選んだ書籍が常時展示

販売されており、本は商店街のテーマとなっている。 

 

３．大学生と商店街をつなぐ地域交流拠点「江別港」 

community HUB江別港（江別市） 

学生との連携 
[レトロな雰囲気を残す大麻銀座商店街] 

[ブックストリートは冬期間も賑わう] 
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■ 子ども食堂「ここなつ」 

江別港では、平成 28年から学生による子ども

食堂が毎週開催されている。当初は、ゼミの一環

として教員からの相談を受けて始まったが、現在

は、学生たちが運営し、継続した活動になってい

る。 

子ども食堂では、江別港の１階で食事をとり、

２階のコミュニティスペースで学習会を実施し

ており、近隣の小学生とその保護者が参加してい

る。江別港では、会場の提供と食材調達や実施の

際に学生の活動をサポートしている。学生の自主

的な取組をサポートするには、距離感が大切であ

り、そこが難しいとのこと。 

 

■ 「みなと計画」の取組 

江別港での活動に取り組む中で、経済的な事情

で活動だけでなく、学業そのものを断念せざるを

得ない学生がいることを知った橋本氏は、若者が

未来を諦めない社会を作るため、江別港をモデル

に若者支援の場・人・資金をつくる「みなと計画」

の活動を始め、平成 30年に NPO法人の設立を

予定している。 

橋本氏は、ＮＰＯや社会起業家と社会貢献に関

心のある人をつなぐ「認定ファンドレイザー」の

資格を持ち、江別港をモデルとするためクラウド

ファンディングで費用を募り、学生や地域住民と

ともに改装を行った。 

今後も学生と地域、商店街をつなぐ活動を続け

ながら、「みなと計画」の活動を通じて若者の支援

に力を入れ、江別の学生から力を借りるだけでは

なく、学生を支える街を体現したいと考えている。 

江別港は、様々な人が出入りし、「あそこに行く

と面白い人がいる」と学生が集まり、気軽に過ご

すことができ、また、卒業後も戻ってくることの

できる「港」の役割を持たせ、将来的には学生が

卒業後も江別で活動し、地域を担う人材となるた

めの環境づくりを目指している。 

 

■ 学生の活動を応援する商店街へ 

 大麻銀座商店街振興組合では、毎月理事会を開

催し、組合員、若者、住民による商店街での活動 

 

 

 

 

 

をバックアップする体制づくりに取り組んでおり、

橋本氏は「この商店街は、外から来る者や若者か

らの提案や取組を受け入れる場になっている。」

と話す。 

今後も学生や地域住民の交流・活動の場として、

支え合う環境づくりに取り組んでいく。 

 

 

 

取材先  ■community HUB 江別港（江別市大麻東町 13番地 48） 

      ＴＥＬ ０１１－３９８－９６８４ 

      ＨＰ  https //ja-jp.facebook.com/poebetsu/  
[子ども食堂での学習会の様子] 

－ 4 － 



 

 

 
 

■ 地域の概要・現状 

函館朝市と言えば、函館の人気を支える名所の

ひとつ。昭和 20年代、函館駅前で近隣農家が立

ち売りを始めたのがきっかけで、次第に露店の業

態となり、昭和 31年に現在の場所に移転した。

海鮮・水産加工品・農産品を取り揃え、現在は国

内外からの観光客で賑わうが、古くから市民の台

所と呼ばれる商店街である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 「おでかけリハビリ」の取組 

函館朝市協同組合連合会では、これまでも地域

住民が足を運ぶ機会を増やそうと、感謝祭などを

開催している。イベントは好評ではあるものの、

地元客の集客効果は一過性のものとなっていた。

また、各店舗の品揃えも、観光客からのニーズに

応えるために土産品中心になっていたが、店舗の

業態・品目を変えることなく、地域住民が日常的

に利用する商店街にしたい、地域に恩返しがした

いという思いがあった。 

そこで地域貢献の観点から、主に高齢者を対象

に、朝市での買い物や食事を楽しんでもらい、外

出することで健康増進につなげる取組を企画し

た。行政・医療関係者・介護施設等との勉強会、

試験実施を経て、平成 29年４月に「おでかけリ

ハビリ」事業がスタートした。 

介護施設や地域のグループなど、利用者からの

申し込みを受けて、朝市での買い物と食事のほ

か、レクリエーションを希望に合わせて組み合わ

せた『おでかけ』をコーデネートし、楽しみなが

ら体を動かすことで健康増進・リハビリにつなげ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ることを目的としている。レクリエーションで

は、作業療法士・言語聴覚士・理学療法士による

体操などの健康講座や、取組の趣旨に賛同した企

業の協力を得て、料理教室、美容教室、お茶の入

れ方講座、水分補給講座など様々なメニューを用

意している。イベントの観覧や朝市ならではのイ

カ釣りを行うこともある。 

 

■ 取組の拡大、協議会の立上げ 

回数を重ねるうちに、利用者から「スーパーや

百貨店で買い物をしたい」という声があがり、ま

た、取組の趣旨に賛同した市内近隣の商業施設か

らの共同開催の申出も出てきた。そこで市内スー

パーで試験的に実施し、取組を商業施設へ広げる

こととした。 

取組のさらなる拡大・普及のため、平成 29年

10 月におでかけリハビリ推進協議会を立ち上げ

た。函館朝市協同組合連合会が事務局を担い、商

業施設、医療・介護関係施設のほか、実施運営を

サポートする作業療法士・言語聴覚士・理学療法

士、タクシー会社、レクリエーションに協力する

企業などで構成される。 

 参加する介護施設や住民グループにとって利

用しやすい工夫も多い。施設への車の横付けなど

の配慮のほか、交通手段を持たない場合はタクシ

ー手配も依頼でき、必要に応じて歩行器などの貸

し出しもある。さらにサポートスタッフとして協

議会に登録制の地域ボランティアが参加するこ

とで、利用者側スタッフの負担軽減になっている。  

 

４．広がる「おでかけリハビリ」活動 

函館朝市協同組合連合会 （函館市） 

福祉分野との連携 
[函館朝市の外観] 

[レクリエーションの様子] 
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■ 取組による効果 

協議会の設立後は週１回程度実施しており、利

用者の満足度は高い。リハビリというと施設の中

で頑張って行うもので、つらい思いをすることも

多かったそうだが、外に出て買い物や食事を楽し

むことで自然に体を動かし、狙い通り結果として

リハビリになっている。外に出ること自体が生活

のハリとなったり、対面販売で会話を楽しむこと

が喜びだと言う。 

受け入れている商業施設側も、1回 20名程度

による団体客の消費の観点はもちろん、利用者ア

ンケートからサービスや施設の設備についての

生の声を得られるなど利点は多い。バリアフリー

の設備でも手すりの位置など細かい意見を得ら

れることで、サービス向上や改修時の参考になっ

ている。 

また、おでかけリハビリを行っていることが周

知され、高齢者にもやさしい場所というイメージ

が広がることを期待している。 

協議会ではおでかけリハビリを通して地域の

高齢者の「活動・運動・交流」の場をつくること

で、健康増進につなげることを目的としているが、

結果として地域経済の活性化や買い物支援の観

点からも効果をもたらしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 今後の展望 

当初は介護施設単位での利用が多かったが、市

内外の町内会など住民グループの利用も増えて

いる。 

 

 

 

 

 

 

受け入れ側の商業施設もスーパー、百貨店など

市内近郊の 11施設となった。これからも利用者

の増加はもちろん、受け入れる商業施設や地域ボ

ランティアの募集など参加者の輪を広げ、取組の

さらなる浸透を目指していく。 

また、地域ポイント制度を検討しており、試験

実施により体制づくりを行うこととしている。 

今後は本取組をモデルケースとして、道内外の

他地域へもつなげる考え。実施地域が増えれば、

その拠点間で連携したユニバーサルツーリズム

として旅行・観光にも結びつける構想も持ってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
取材先  ■函館朝市協同組合連合会（函館市若松町 9-19） 

      ＴＥＬ ０１３８－２２－７９８１ 

      ＨＰ  h t tp : / /www.hakoda te -asa i ch i . com/  [買い物を楽しむ参加者] 
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■ 地域の概要・現状 

旭川市の中心街の東に位置する銀座商店街は、

明治末期から市場や飲食店、映画館などが立ち並

んで栄えた。メインストリートの仲見世通りは、

かつては多くの買い物客で賑わっていたが、近年

は消費が郊外に流出し、売上高の減少、空き店舗

の増加などの課題を抱えている。 

昭和 42年に建てられた銀座センタービル（通

称：銀ビル）は、結婚式場や最上階のスカイラウ

ンジなど商店街の中心的・象徴的な施設であった

が、スカイラウンジは平成 25年から空き店舗と

なり、空きテナントも増えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 商店街に「居場所」をつくる 

あさひかわ福祉生活協同組合（以下、福祉生協）

は、生活サービスや介護、子育て支援事業を行う

生活協同組合で、平成 29年 6月に銀ビル２階に

銀座通り内科クリニックを開設した。福祉生協理

事長でありクリニック院長の萩原氏は、クリニッ

ク開設の計画段階から、地域の人たちの交流の

場、お年寄りや子ども達の「居場所」づくりを考

えていた。ビルのオーナーとも話し合いを重ね、

空き店舗となった１階に、福祉生協の運営による

「みんなのカフェ」を開設することとなり、改装

工事を経て平成 30年 1月にオープンした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 憩いの場、サークル活動の場として活用 

みんなのカフェは約 50席を備え、「みんなの

キッチン」と名付けられた厨房で健康をコンセプト

にした食事やドリンク類・デザートを揃えている。 

これまで商店街になかったユニバーサルトイレ

も完備しており、商店街の買い物客も自由に利用

できる。運営する福祉生協は「子どもや子育て世代、

高齢者、介護サービス利用者など、多世代が商店街

に安心して来られるようになってほしい」と話す。 

寄贈された図書コーナーや、囲碁・将棋も用意

されており、長い時間滞在する客も多い。店内で

は常設ギャラリーとして絵画や写真など、個人・

サークルの作品展示を行っており、既に数ヶ月先

まで予約が埋まっている。 

今後は、ヨガや太極拳などの健康講座、市民主

体の手話教室や合唱の発表会などのイベントを

開催していく予定。 

 

■ 今後の展望 

地域に開かれ、地域住民の居場所・活動の場と

なるために、計画段階から商店街・町内会・大学

など地域の関係者による実行委員会を組織し、意

見交換を行ってきた。意見の集約や調整に苦慮す

ることもあったが、「地域にとってよい場所にな

れば」と意見を最大限取り入れている。 

今後も商店街をはじめ実行委員会の構成員や

地域住民の協力を得ながら、利用しやすい施設、

取組の発信拠点となることを目指していく。 

 

５．社会福祉団体が運営するコミュニティカフェ「みんなのカフェ銀座」 

あさひかわ福祉生活協同組合 （旭川市） 

福祉分野との連携 
取材先  ■あさひかわ福祉生活協同組合（旭川市東光１条 1丁目 2-12） 

      ＴＥＬ ０１６６－７３－６６７３ 

      ＨＰ  http://fukushi-s.com 
[オープニングセレモニーの様子] 

[銀座センタービルの外観] 
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■ 地域の概要・現状 

帯広市は十勝管内 19市町村の唯一の市として

発展してきたが、郊外型大型店の立地やライフス

タイルの多様化等により、中心市街地の商店街の

売上が減少し、空き店舗が増加している。 

平成 28年 12月、帯広商工会議所が中心となり、

関係団体が連携して中心市街地の活性化に取り

組む「街なか再生プロジェクト」を設立した。 

 

■ 消費税免税手続き一括カウンター設置 

同プロジェクトの取組として、平成29年6月、

株式会社まちづくり元気おびひろ(以下、「元気お

びひろ」)が藤丸百貨店の一階に免税カウンターを

設置した。加盟店５店舗からスタートし、平成 30

年３月現在、14店舗が加盟している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

免税手続を行うエリアは、百貨店及び中心部の

10 商店街。(株)Ｊ＆Ｊ事業創造（(株)JTB と

(株)JCBの合弁会社）のシステムを利用し、元気

おびひろでは、免税手続を行った売上に応じた委

託料を加盟店から受け取り、システム使用料等の

運営経費に充てている。 

免税は一定の条件があるが、税抜 5,000 円以

上の買い物が対象で、複数店分の買い物額を合算

できる。各店での個別手続きが不要であり、利用

者・加盟店双方にメリットがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ Wi-Fi設備の設置 

同プロジェクトに参加する帯広平原通商店街

振興組合では、インバウンド対策等のため、平成

29 年８月、帯広駅北側から藤丸百貨店付近まで

の区間に位置する商店街区内にWi-Fi設備を設置

した。商店街では、４カ国語（日本語、英語、中

国語、韓国語）のパンフレットを作成し、外国人

観光客の誘客に取り組んでいる。 

  

■ 外国人観光客向け誘客ツアーの実施 

元気おびひろでは、外国人観光客の誘客に関し

(株)Ｊ＆Ｊ事業創造と連携協定を結んでおり、平

成 29年度はタイから、十勝管内を巡る観光と市

内中心部での買い物を組み合わせたツアーを実

施した。平成 30年度はベトナムからの誘客ツア

ーを計画しており、今後もアジアの成長国などか

ら誘客ツアーを行う予定。 

 

■ 今後の展望 

これまでの利用実績は、月平均利用者数約 100 

人で、７月の観光シーズンがピークとなっている。 

加盟店は、百貨店内のテナントが多いが、元気

おびひろでは、外国人観光客の利用が多い商店街

の店舗に免税カウンター利用を呼びかけるなど、

今後も外国人観光客の誘客や、免税カウンターの

加盟店の拡大に取り組み、地域全体の経済活性化

を図っていくこととしている。 

６．商店街・百貨店・まちづくり会社の連携によるインバウンド対策 

株式会社まちづくり元気おびひろ（帯広市） 

取材先  ■株式会社まちづくり元気おびひろ 

（帯広市西 1条南 9丁目 1番地１ 帯広商工会議所内） 

      ＴＥＬ ０１５５－２６－０１１６ 

ＦＡＸ ０１５５－２８－４７７３ 
大型店・まちづくり会社との連携 大型店・まちづくり会社との連携 

[藤丸百貨店内の免税カウンター] 

[帯広平原通商店街] 
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■ 地域の概要・現状 

 千歳市は、新千歳空港や自衛隊駐屯地を有し、

人口が 47年間増加を続ける一方、札幌市へのア

クセスが容易な立地から、買い物客の流出などの

問題を抱えている。 

市内には千歳駅周辺を中心に６つの商店街振

興組合と１つの振興会があるが、経営者の高齢化

や後継者難を要因とする閉店も増えている。 

 

■ 市民協働事業「商店街探検ツアー」 

市には、市民がまちづくりに参加する協働事業

制度がある。市の提案事業または市民団体から市

へ提案した事業を実施することで、地域の課題解

決や市民の満足度向上につなげている。 

 この市民協働事業の一つとして、平成 28年度

から「商店街探検ツアー」が開催されている。商

店街の有志を中心としたグループが主催し、子ど

もに商店街を知ってもらう取組として夏休みに

実施している。参加した親子が商店街に隠された

キーワードを探すとともに、商店街の個店で職業

体験のミッションをクリアすることを目指す。参

加者には市内でつくられたお菓子などの景品の

ほか、千歳産の食材を使った「千歳バーガー」が

振る舞われた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ ちとせタウンプラザでのまちゼミ 

市民協働事業では、商店街の個店がその専門知

識・技術を活用したミニ講座を行う「得する街ゼ

ミ」も実施された。 

平成 28年に商業施設から市民や観光客の方々

が集う交流施設として改装オープンした「ちとせ

タウンプラザ」を会場に、市・２つの商店街（仲

の橋通商店街、ニューサンロード商店街）・タウ

ンプラザを拠点に中心市街地活性化に取り組む

市民団体「みんなの椅子」が連携し、平成 29年

7 月から平成 30 年 2 月まで、週末を中心に全

20回にわたって開催した。 

また、11 月には、千歳市商店街振興組合連合

会が「千歳まちゼミ」を市内の全商店街で実施し、

店を知るきっかけ・商店街のファンづくりにつな

げている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 今後の課題・展望 

「千歳まちゼミ」については、受講者の満足度

は高く、参加店からは次回も参加したいという声

があった一方、講座テーマと受講者ニーズの不一致、

参加店数が目標に届かないなど課題が見られた。 

ニューサンロード商店街では、事務イスを使っ

たレースイベント「イス-１グランプリ」が道内で

初めて開催されるなど、特色ある催しも注目され

ており、今後も、市・商店街・住民が協働したイ

ベントの実施を通して、地域住民に愛される商店

街を目指していく。 

 

 

 

 

 

７．市民と協働で行う商店街づくり 

千歳市・千歳市商店街振興組合連合会  

取材先  ■千歳市商店街振興組合連合会（千歳市幸町１丁目９番地） 

      ＴＥＬ ０１２３－２６－７００７ 

      ＨＰ  http://www.chi-ren.jp/ 

■千歳市産業振興部商業労働課（千歳市東雲町２丁目 34番地） 

      ＴＥＬ ０１２３－２４－０６０６ 

地域住民・市民団体との連携 
 まちゼミについて 

愛知県岡崎市で始まった“得する街のゼミナール”の

略称。お店が講師となり、プロならではの知識や情報・

コツを無料でお客様に伝える少人数制のゼミ。 

岡崎まちゼミの会では開催にあたっての研修や指導を

行っている。全国各地での開催実績があり、北海道で

はこれまで 18地域で開催されている。 

[商店街探検ツアーに参加する親子] 
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■ 地域の概要・現状 

池田町は「十勝ワイン」や「いけだ牛」などで

有名なまちであるが、郊外へ消費が流出するな

ど、中心市街地の商店街では、空き店舗の増加や

経営者の高齢化が進んでいる。 

 

■ 空き店舗をコミュニティスペースへ 

池田町商工会では、平成 27年から「空き店舗

活用プロジェクト」を開始。所有者の協力を得て、

固定資産税と火災保険料相当額で賃貸し、セルフ

DIY で改装を行い、コミュニティスペース「ポンテ」

を開設した。子どものための放課後サロン、チャ

レンジショップ、私設図書館、映画上映会、バー、

ミニ四駆大会など、様々なイベント等に活用。平

成 27～29年で延べ 2,759人が利用している。 

各取組は商工会のほか、町、社会福祉協議会、

池田高校ボランティア部など多様な主体と連携

して実施。有志が話し合って、自分たちがやりた

い取組を始めると、それに興味を持つ人が参加

し、交流の輪が広がっている。 

 

商店街ではポンテを活用し、まちゼミや、複数

店共同で生鮮食品の需要調査等を実施している。 

満月の夜に開催する「フルムーンＢＡＲ」は、

カードゲームや駄菓子など担当者が趣向を凝ら

したバーを企画。20 時頃には終了して近隣の飲

食店の利用を促し、飲食店側は参加者限定のサー

ビスを提供するなど、地域が連携して取り組む。 

 

 

 

 

 

■ ボルダリングジムの開設 

平成 28年に全国商店街支援センターのトータ

ルプラン作成支援事業を活用し、商店街活性化計

画づくりに取り組んだところ、子供や若者が集ま

る拠点が必要との意見が多くあった。 

町の地域おこし協力隊には、中心市街地の賑わ

い創出や移住者への情報提供等に取り組む「町お

こし推進員」がおり、ログハウスづくりとボルダ

リングのノウハウのある隊員の指導の下、有志が

集まり改装を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボルダリングジム「レッドポイント」は平成 29

年 5 月にオープンし、12 月末までに延べ 954

人が利用。町外愛好者の利用も多い。 

改装費用は商工会と地元企業の寄付により賄

ったが、運営は独立採算で行い、10 数名の運営

委員会メンバーがシフトを組み対応している。 

 

■ 今後の課題・展望 

商店街に空き店舗を活用したゲストハウスを

作り、ポンテやレッドポイントの利用者が町内の

飲食店を訪れ、ゲストハウスに泊まるなど、まち

なかに滞留してもらう仕掛けを検討している。 

また、情報発信が不足しているため、ＳＮＳの

活用や、映画研究会による商店街のＣＭづくりの

取組等を検討している。 

 

８．空き店舗を活用し、多様な取組でまちなかに若者を呼び込む取組 

池田町商工会  

取材先  ■池田町商工会（中川郡池田町大通 1丁目 35番地） 

      ＴＥＬ ０１５５－７２－２１３５ 

      ＨＰ  http://www.tokachi-ikeda.or.jp/ 
地域住民・市民団体との連携 

 

 

[さまざまなイベントが開催されるポンテ] 

[ボルダリングを楽しむ利用者] 

－ 10 － 


